
令和５ 年度 「 みえ創業チャレンジスクール 」

「人生100年時代を生き抜くために
　学生時代にできること」レポート

2023年10月2日

概要

三重県さんが、スタートアップエコシステムを構築するための事業の一環 として、 これからの三重県を担う県

内の高校生 に創業を身近に感じていただき、創業に対する関心を促すことで将来の起業家の育成を目的と

した「 みえ創業チャレンジスクール 」を実施しておられます。その一貫として、三重県立伊賀白鳳高等学校様

にて講座をさせていただきました。

日時：2023年9月26日（火）13:35～15:00
対象：経営科 ２ 学年 ・３学年 生徒 ６８名

持ち物：パソコン又はタブレット、筆記用具

スタイル：講義＆となりの人との相談タイムあり

講師：株式会社Ｅプレゼンス　代表取締役　川北睦子

内容：

1. アイスブレイク
2. 何のために生きているのか？
3. リーダーシップについて
4. 今の「日本のAI事情」について（検索＆発表タイム）
5. 学生時代にできること
6. 自分を知るためのワークショップ
7. 検索チャレンジ2問
8. 人生100年時代
9. アンケートフォーム入力

講座の様子
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アンケート結果

※アンケートは必須ではなく、「おすすめ本」「当日の資料ダウンロード」希望の方に、ご協力いただいていま

す。
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今日の講座の中で、印象に残っていることを教えてください。

● 仕事以前に生きる上で必要なことを複数個得られたので非常にいい機会になった。

● 人と話して授業するの楽しかったです。ありがとうございました。

● 基本的欲求の器の大きさの検査。日本のIT事情の話
● でもやっぱり人が幸せそうな方がいいです。

● まずは自分が幸せにならないといけないんだなと思いました。

● お金は大事

● 人生は実験だ。という言葉が印象に残った。

● 自分の欲求が知れたので、幸せになるための参考にしてみんなで幸せになっていきたいと思いまし

た。

● 自分を幸せにできれば、人を幸せにできるという話が印象に残りました。

● 自分はどのような感じに幸せになりたいのかとか、周りの人はどのような感じなのかなど、色々考える

切っ掛けになったと思います。

● 自分の人生に満足していたと思ってたけど、チェックリストのやつと全然合っていなかったので思い込

みだったのかなと思いました。

● 自分が幸せにならないと他の人を幸せにできないとわかりました。まず自分が幸せになることを考え

ようと思いました。

● 働く上での選択肢の中に当たり前のように起業があることが驚きでした。

● 自分のリーダーシップ

● 大人になると失敗を恥ずかしがって余計挑戦できないと思うから、今まだ学生で恥ずかしいけど思い

出になると思うから今のうちにたくさんチャレンジする

● 自分を幸せにできる人が周りの人を幸せにできるかもしれないこと。AIができるようになりたい。
● 自分のしてみたい職業が田舎には仕事にならないと母に言われて諦めましたが、都会方面に出て自

分の好きな仕事をしたいと改めて思いました。

● 今までは他人任せにすることがあったのでこれからは自分にできるリーダーシップを見つけて自分に

できることをしたいです。
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● 他人を幸せにするためにはまずは自分から幸せになる必要があることを理解しました。とても貴重な

体験になりました

● 興味があることはとりやえずやってみるというので今までは新しいことに挑戦しようという意欲がなか

なか出ず自分から挑戦することはなかったですが今の学生の間なら失敗しても恐れることはないので

これからは色々なことに挑戦していきたいです

● 基本的欲求の５種類をやった時に、これから自分に何の欲求が大切なのかがわかりました。

● 自分を大切にして幸せになりたいと思った。

● 基本的欲求の５種類が印象に残っている。

● 自分が一番幸せになりたいってゆう気持ちがめっちゃあるから、自分がまず幸せになってそれから人

を幸せにできる人になりたい！！バリバリのキャリアウーマンとかめっちゃ憧れるから、そーゆー人に

なりたい！！！！

● 自分のことについて簡単に知れることがすごいなと思った。自分が実はどこに興味があってどんなこと

をしていきたいのかがこれから必要なんだなと思った。人生１００年世代の本の時にもあったように、

マルチステージになっていくので、自分のやりたいことについて深く考えすぎずに簡単にまずはやって

みようと思った。

● 人のために〇〇をするだったり、社会に対して今何ができるかの話の前に、まず自分がその行動をす

る・できる能力があるのか、できる状態なのか、現状に満足しているかなど生きていく上でのそもそも

の根本を考え直せるような講座で面白かった。

● 欲求のプロフィール・チェックリストが意外なけっかだった。

● 自分を満たす＝他人のしあわせにつながるという話と似た考えが自分の中にもあって話を聞いてより

深く考えることができた

● 自分の基本的欲求のプロフィールが予想と違って、これから空いているところをどう埋めようか考える

のが楽しみになった

● 周りに起業している人がいなかったので話を聞くことができてよかった。人を幸せにするためにはまず

自分が幸せになることが大切なんだと思いました。基本的欲求の五つについて知ることができて、自

分の予想とは違うことがたくさんあると思った。自分が必要としているものを満たせるようにしたいと

思った。やりたいと思うことは高校生の間に後悔しないようにやろうと思った。

● 自分の予想していた欲求と全然違うところがあり、それを知ることができたのでこれを参考に自分も人

も幸せに出来たら良いなと思いました。

● 自分の五種類の欲求というものを理解し、家族や知り合いのタイプを理解して生きていくことができる

ともう少し楽に生きられるのではと感じた。

● 失敗は学生の特権だということが一番印象に残っています。これからの残り少ない学生生活は失敗を

恐れずにチャレンジしていきたいです。

● もっと自分のことを考えてやりたいことをやって失敗したら立ち直ってまた挑戦しようと思いました。自

分のやりたいことをやらないと人生もったいないと思いました。自分の中で出せてなかった答えを、少

しわかりました。

● もし、自分の幸せが満たされて相手を幸せにしようとしたときに自分と意見が合わなかったりしたらど

ちらかが幸せをあきらめたりすることがあったりで、自分の欲求をすべて満たすことは不可能なのでは

ないかなと私は思いました。

● 自分が思っているより自分は違う面が多く驚きが多かった。そこをわかっていれば今後自分がどうす

べきか、相手にもどうすべきかがより鮮明に見てくるのではないのかなと思った。価値観の違いは大き

いなとも思った。

● 今日の講座で特に印象的だったことは、欲求のプロフィールです。自分の予想していた結果とは全く

違ったので驚きました。また、私は相手に幸せになってほしいと思うことが多かったので自分が幸せに

なってからニシタイトオモイマシタ。
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● 印象に残ったことは、自分で自分の欲求を満たせるようになれば人を幸せにできるということです。個

人的には自分を満足させることで余裕ができ、周りに対して目を向けれるようになるからだと思いまし

た。」

● この講座を聞いて一番好きになった言葉は、興味があることはとりあえずやってみるということです。

おとなになると失敗することが怖くてなかなか新しいことに取り組めないというお話を聞いたので後悔

しないように今のうちに失敗をいっぱいしたいと思います。

● 人を幸せにできるようになりたい。

● 基本的欲求をチェックしたときに自分が予想していた数字と同じだったので自分のことを自分が思って

いる以上に理解できていたんだなと思いました。でも、カップで大きさを表したときは楽しさのところが

あふれるぐらいにあるけれど数字で見たらあんまりでした

● ・自分が欲している欲求と実際に満たされている欲求が全然違うことに驚いた。

・講座の中で人を幸せにできるのは自分を幸せにできる人という言葉がありました。これを聞いて、人

に尽くしすぎてしますタイプの人でもその人を幸せにするために幸せになれるのかなと思いました。

● 自分の息子が宇宙人の話と、IT事情のプレゼンでした。宇宙人の話は、失礼ながら全体的に「息子や
べぇ」と思いました。IT事情は瞬時に調べたことを自分の言葉にするのが難しいと思いました。

● 愛・所属の欲求は、自分では"無い"と思っていましたが思ったよりあって、逆に結構あると思っていた
楽しみの欲求がほとんどなくて、私は自分が思っている以上に、「自分はこうでありたい」という気持ち

があるのかなと思いました。

● 人を幸せにする前にまず自分を幸せにするという言葉が心に残りました。私は自分を犠牲にして相手

を幸せにするのがいいのだと思っていました。でも自分が満たされていないということは心に余裕がな

いということなので相手を幸せにする余裕もできないのだと思いました。
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